
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号

温
泉
法
施
行
規
則

温
泉
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
土
地
の
掘
削
の
許
可
の
申
請
）

第
一
条
　
温
泉
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
掘
削
に
係
る
温
泉
の
利
用
の
目
的

三
　
掘
削
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目
並
び
に
そ
の
付
近
の
状
況

四
　
湧
出
路
の
口
径
、
深
さ
そ
の
他
掘
削
の
工
事
の
施
行
方
法

五
　
主
要
な
設
備
の
構
造
及
び
能
力

六
　
工
事
の
着
手
及
び
完
了
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
掘
削
し
よ
う
と
す
る
地
点
を
明
示
し
た
図
面
及
び
そ
の
付
近
の
見
取
図

二
　
設
備
の
配
置
図
及
び
主
要
な
設
備
の
構
造
図

三
　
掘
削
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
並
び
に
掘
削
の
方
法
が
次
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

四
　
次
条
第
十
号
に
規
定
す
る
掘
削
時
災
害
防
止
規
程

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
が
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

六
　
申
請
者
が
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

七
　
申
請
者
が
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
掘
削
に
伴
い
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
）

第
一
条
の
二
　
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
掘
削
口
か
ら
敷
地
境
界
線
ま
で
の
水
平
距
離
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
（
地
質
構
造
、
周
辺
の
ガ
ス
の
発
生
状
況
等
か
ら
み
て
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
噴
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
八
メ
ー
ト
ル
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

二
　
掘
削
口
か
ら
水
平
距
離
三
メ
ー
ト
ル
（
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
八
メ
ー
ト
ル
）
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

イ
　
火
気
を
使
用
す
る
設
備
又
は
外
面
が
著
し
く
高
温
と
な
る
設
備
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

ロ
　
火
気
を
使
用
す
る
作
業
（
当
該
範
囲
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
溶
接
又
は
溶
断
の
作
業
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
実
施
し
な
い
こ
と
。

ハ
　
掘
削
の
工
事
の
関
係
者
が
見
や
す
い
場
所
に
、
火
気
の
使
用
を
禁
止
す
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。

三
　
掘
削
口
か
ら
水
平
距
離
三
メ
ー
ト
ル
（
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
八
メ
ー
ト
ル
）
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
さ
く
の
設
置
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
掘
削
の
工
事
の
関
係
者
以
外
の
者
の
立
入
り
を
制
限
す
る
こ
と
。

四
　
携
帯
型
の
可
燃
性
ガ
ス
測
定
器
及
び
消
火
器
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

五
　
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
噴
出
防
止
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
要
件
を
備
え
た
可
燃
性
ガ
ス
の
警
報
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
　
可
燃
性
ガ
ス
の
検
知
器
は
、
掘
削
口
（
泥
水
循
環
方
式
に
よ
る
掘
削
の
場
合
に
お
い
て
、
掘
削
口
以
外
の
場
所
に
循
環
泥
水
の
放
出
口
が
あ
る
と
き
は
、
掘
削
口
及
び
循
環
泥
水
の
放
出
口
。
次
号
に
お
い
て
「
掘
削
口
等
」

と
い
う
。
）
の
直
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
警
報
装
置
は
、
空
気
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
つ
た
場
合
に
警
報
を
発
す
る
こ
と
。

七
　
毎
日
（
掘
削
の
工
事
を
行
わ
な
い
日
を
除
く
。
）
一
回
以
上
、
次
に
掲
げ
る
点
検
の
作
業
を
行
う
こ
と
。

イ
　
掘
削
口
等
の
周
辺
の
空
気
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
を
携
帯
型
の
可
燃
性
ガ
ス
測
定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
。

ロ
　
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
噴
出
の
兆
候
の
有
無
を
目
視
に
よ
り
点
検
す
る
こ
と
。

八
　
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
湧
出
路
の
洗
浄
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
常
時
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
噴
出
の
兆
候
の
有
無
を
目
視
に
よ
り
点
検
す
る
こ
と
。

九
　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
、
そ
の
記
録
を
掘
削
の
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
ま
で
の
間
、
保
存
す
る
こ
と
。

イ
　
第
六
号
に
規
定
す
る
警
報
設
備
に
よ
る
警
報
の
作
動
の
状
況

ロ
　
前
二
号
に
規
定
す
る
点
検
の
作
業
の
結
果

十
　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
掘
削
に
係
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
掘
削
時
災
害
防
止
規
程
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
掘
削
の
工
事
の
場
所
に
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ
　
災
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
係
る
組
織
、
安
全
に
関
す
る
担
当
者
の
選
任
そ
の
他
の
災
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
事
項

ロ
　
災
害
の
防
止
の
た
め
に
行
う
点
検
の
項
目
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

ハ
　
災
害
そ
の
他
の
非
常
の
場
合
に
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
事
項

ニ
　
そ
の
他
災
害
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項

十
一
　
災
害
そ
の
他
の
非
常
の
場
合
に
は
、
掘
削
時
災
害
防
止
規
程
に
従
つ
て
必
要
な
措
置
を
行
う
こ
と
。
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（
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
）

第
二
条
　
法
第
五
条
第
二
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
更
新
（
第
五
号
に
お
い
て
単
に
「
更
新
」
と
い
う
。
）
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
又
は
法
第
十
一
条
第
一
項
の
増
掘
若
し
く
は
動
力
の
装
置
の
許
可
（
以
下
「
掘
削
許
可
等
」
と
い
う
。
）
の
別

三
　
掘
削
許
可
等
を
受
け
た
日

四
　
掘
削
許
可
等
に
係
る
工
事
に
係
る
土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目

五
　
更
新
を
必
要
と
す
る
理
由

（
掘
削
許
可
等
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
及
び
分
割
の
承
認
の
申
請
）

第
三
条
　
法
第
六
条
第
一
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
法
人
又
は
分
割
前
の
法
人
及
び
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
掘
削
、
増
掘
若
し
く
は
動
力
の
装
置
（
以
下
「
掘
削
等
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
承
継

す
る
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二
　
掘
削
許
可
等
の
別

三
　
掘
削
許
可
等
を
受
け
た
日

四
　
掘
削
許
可
等
に
係
る
工
事
に
係
る
土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目

五
　
合
併
又
は
分
割
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
合
併
契
約
書
又
は
分
割
計
画
書
若
し
く
は
分
割
契
約
書
の
写
し

二
　
申
請
者
が
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
掘
削
許
可
等
を
受
け
た
者
の
相
続
の
承
認
の
申
請
）

第
四
条
　
法
第
七
条
第
一
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
並
び
に
被
相
続
人
と
の
続
柄

二
　
被
相
続
人
の
氏
名
及
び
住
所

三
　
掘
削
許
可
等
の
別

四
　
掘
削
許
可
等
を
受
け
た
日

五
　
掘
削
許
可
等
に
係
る
工
事
に
係
る
土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目

六
　
相
続
開
始
の
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
戸
籍
謄
本

二
　
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
掘
削
等
の
事
業
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
員
の
同
意
書

三
　
申
請
者
が
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
掘
削
の
た
め
の
施
設
等
の
災
害
の
防
止
上
重
要
な
変
更
）

第
四
条
の
二
　
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
環
境
省
令
で
定
め
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
上
重
要
な
変
更
は
、
掘
削
の
工
事
の
施
行
方
法
の
変
更
で
あ
つ
て
主

要
な
方
式
の
変
更
に
係
る
も
の
と
す
る
。

（
掘
削
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
許
可
の
申
請
）

第
四
条
の
三
　
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
掘
削
許
可
等
（
法
第
十
一
条
第
一
項
の
動
力
の
装
置
の
許
可
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
別

三
　
掘
削
許
可
等
を
受
け
た
日

四
　
掘
削
許
可
等
に
係
る
工
事
に
係
る
土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目

五
　
変
更
の
内
容

六
　
変
更
の
理
由

七
　
変
更
後
の
工
事
の
着
手
及
び
完
了
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
に
係
る
設
備
の
配
置
図
及
び
変
更
に
係
る
主
要
な
設
備
の
構
造
図

二
　
変
更
後
の
掘
削
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
並
び
に
当
該
掘
削
の
方
法
が
第
一
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

三
　
掘
削
時
災
害
防
止
規
程
の
変
更
を
伴
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
変
更
後
の
当
該
規
程
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四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
が
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
届
出
）

第
五
条
　
法
第
八
条
第
一
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
掘
削
許
可
等
の
別

三
　
掘
削
許
可
等
を
受
け
た
日

四
　
掘
削
許
可
等
に
係
る
工
事
に
係
る
土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目

五
　
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日

六
　
掘
削
の
工
事
に
よ
り
温
泉
が
湧
出
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
第
一
条
の
二
第
九
号
に
規
定
す
る
記
録
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
増
掘
又
は
動
力
の
装
置
の
許
可
の
申
請
）

第
六
条
　
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
増
掘
又
は
動
力
の
装
置
の
目
的

三
　
増
掘
又
は
動
力
の
装
置
を
し
よ
う
と
す
る
場
所
及
び
そ
の
付
近
の
状
況

四
　
温
泉
の
湧
出
量
、
温
度
及
び
成
分
並
び
に
湧
出
路
の
口
径
及
び
深
さ

五
　
増
掘
後
の
湧
出
路
の
口
径
、
深
さ
そ
の
他
増
掘
の
工
事
の
施
行
方
法
又
は
動
力
の
装
置
の
種
類
、
出
力
そ
の
他
動
力
の
装
置
の
詳
細

六
　
増
掘
に
あ
つ
て
は
、
主
要
な
設
備
の
構
造
及
び
能
力

七
　
工
事
の
着
手
及
び
完
了
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
増
掘
又
は
動
力
の
装
置
を
し
よ
う
と
す
る
地
点
を
明
示
し
た
図
面
及
び
そ
の
付
近
の
見
取
図

二
　
増
掘
に
あ
つ
て
は
、
設
備
の
配
置
図
及
び
主
要
な
設
備
の
構
造
図

三
　
増
掘
に
あ
つ
て
は
、
増
掘
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
並
び
に
増
掘
の
方
法
が
第
一
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

四
　
第
一
条
の
二
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
増
掘
に
係
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
規
程

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
が
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
法
第
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

六
　
申
請
者
が
法
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
温
泉
の
採
取
の
許
可
の
申
請
）

第
六
条
の
二
　
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
温
泉
の
採
取
を
行
お
う
と
す
る
場
所

三
　
温
泉
の
採
取
の
開
始
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
設
備
の
配
置
図
及
び
主
要
な
設
備
の
構
造
図

二
　
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
並
び
に
採
取
の
方
法
が
次
条
第
一
項
各
号
又
は
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

三
　
設
備
の
設
置
の
状
況
を
現
し
た
写
真

四
　
次
に
掲
げ
る
メ
タ
ン
の
濃
度
及
び
量
の
測
定
の
結
果

イ
　
次
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
測
定
の
結
果

ロ
　
次
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
ガ
ス
排
出
口
が
同
項
第
三
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
所
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
測
定
の
結
果

ハ
　
温
泉
の
採
取
に
伴
い
発
生
す
る
メ
タ
ン
の
量
の
測
定
の
結
果
（
次
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
の
構
造
上
等
の
理
由
に
よ
り
メ
タ
ン
の
量
を
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
を
除
く
。
）

五
　
次
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
採
取
時
災
害
防
止
規
程

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
が
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

七
　
申
請
者
が
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
温
泉
の
採
取
に
伴
い
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
）

第
六
条
の
三
　
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

3



一
　
温
泉
の
採
取
に
伴
い
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
分
離
す
る
設
備
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
を
通
過
し
た
後
の
温
泉
水
（
採
取
さ
れ
た
後
の
温
泉
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
気
体
を
分

離
し
、
当
該
気
体
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
を
測
定
し
た
結
果
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
値
未
満
と
な
る
も
の
（
以
下
「
ガ
ス
分
離
設
備
」
と
い
う
。
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
温
泉
を
空
気
に
触
れ
る
こ
と
な
く
地
中
に
還

元
さ
せ
る
場
合
又
は
温
泉
で
あ
つ
て
水
蒸
気
そ
の
他
の
ガ
ス
で
あ
る
も
の
に
採
取
後
水
を
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
温
泉
水
を
造
成
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
　
次
に
掲
げ
る
設
備
（
以
下
「
可
燃
性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
」
と
い
う
。
）
が
屋
内
（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
滞
留
し
な
い
構
造
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
イ
に
掲
げ
る
設
備
に
つ
い
て
は
、
多
雪
又

は
寒
冷
の
気
象
条
件
に
よ
り
屋
外
に
設
置
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
地
上
に
あ
り
、
か
つ
、
人
が
通
常
出
入
り
し
な
い
場
所
に
設
置
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
温
泉
井
戸
（
自
然
に
湧
出
し
て
い
る
温
泉
の
湧
出
口
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

ロ
　
ガ
ス
分
離
設
備

ハ
　
温
泉
井
戸
又
は
ガ
ス
分
離
設
備
か
ら
の
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
排
出
口
（
以
下
「
ガ
ス
排
出
口
」
と
い
う
。
）

三
　
ガ
ス
排
出
口
（
排
出
さ
れ
る
気
体
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
を
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
結
果
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
値
未
満
と
な
る
も
の
を
除
く
。
）
が
、
次
に
掲
げ
る
場
所
に
な
い
こ
と
。

イ
　
温
泉
井
戸
又
は
ガ
ス
分
離
設
備
の
あ
る
床
面
又
は
地
面
（
関
係
者
以
外
の
者
が
容
易
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
除
く
。
）
か
ら
の
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
所

ロ
　
水
平
距
離
が
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
か
つ
、
垂
直
距
離
が
上
方
八
メ
ー
ト
ル
又
は
下
方
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
範
囲
内
に
、
火
気
を
使
用
す
る
設
備
、
外
面
が
著
し
く
高
温
と
な
る
設
備
、
防
爆
性
能
を
有
し
な
い
電
気
設

備
、
屋
内
へ
の
空
気
の
取
入
口
又
は
関
係
者
以
外
の
者
が
容
易
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
場
所

四
　
温
泉
井
戸
か
ら
ガ
ス
排
出
口
ま
で
の
配
管
及
び
ガ
ス
分
離
設
備
か
ら
ガ
ス
排
出
口
ま
で
の
配
管
の
閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

イ
　
凍
結
に
よ
る
閉
塞
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
凍
結
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

ロ
　
水
の
滞
留
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
水
抜
き
設
備
の
設
置
及
び
定
期
的
な
水
抜
き
の
措
置

五
　
可
燃
性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
に
設
置
さ
れ
た
電
気
設
備
と
制
御
盤
そ
の
他
の
ス
イ
ッ
チ
類
が
集
中
す
る
設
備
と
の
間
の
配
線
に
接
続
箱
を
設
置
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
制
御
盤
そ
の
他
の
ス
イ
ッ
チ
類
が
集
中
す
る

設
備
に
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
。

六
　
可
燃
性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
か
ら
の
水
平
距
離
が
一
メ
ー
ト
ル
（
温
泉
の
採
取
の
場
所
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
メ
タ
ン
の
発
生
量
が
温
泉
の
湧
出
量
以
上
と
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
、
か
つ
、
垂
直

距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
範
囲
内
（
水
平
距
離
に
あ
つ
て
は
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
遮
断
で
き
る
壁
に
よ
る
迂
回
水
平
距
離
が
こ
れ
ら
の
距
離
以
上
で
あ
る
範
囲
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ

と
。

イ
　
火
気
を
使
用
す
る
設
備
又
は
外
面
が
著
し
く
高
温
と
な
る
設
備
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

ロ
　
火
気
を
使
用
す
る
作
業
を
実
施
し
な
い
こ
と
。

ハ
　
関
係
者
が
見
や
す
い
場
所
に
、
火
気
の
使
用
を
禁
止
す
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。

七
　
前
号
に
規
定
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
さ
く
の
設
置
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
関
係
者
以
外
の
者
の
立
入
り
を
制
限
す
る
こ
と
。

八
　
毎
月
（
温
泉
の
採
取
を
行
わ
な
い
月
を
除
く
。
）
一
回
以
上
、
ガ
ス
分
離
設
備
の
内
部
の
水
位
計
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
の
異
常
の
有
無
を
目
視
に
よ
り
点
検
す
る
こ
と
。

九
　
前
号
に
規
定
す
る
点
検
の
作
業
の
結
果
を
記
録
し
、
そ
の
記
録
を
二
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

十
　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
採
取
に
係
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
採
取
時
災
害
防
止
規
程
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ
　
災
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
係
る
組
織
、
安
全
に
関
す
る
担
当
者
の
選
任
そ
の
他
の
災
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
事
項

ロ
　
災
害
の
防
止
の
た
め
に
行
う
点
検
の
項
目
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

ハ
　
災
害
そ
の
他
の
非
常
の
場
合
に
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
事
項

ニ
　
そ
の
他
災
害
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項

十
一
　
災
害
そ
の
他
の
非
常
の
場
合
に
は
、
採
取
時
災
害
防
止
規
程
に
従
つ
て
必
要
な
措
置
を
行
う
こ
と
。

２
　
温
泉
井
戸
（
動
力
が
装
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
が
屋
外
に
あ
り
、
か
つ
、
温
泉
水
を
屋
内
又
は
貯
水
槽
に
引
き
込
ま
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
温
泉
井
戸
が
屋
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
（
同
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
当
該
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
都
道
府
県
の
職
員
に
よ
る
実
地
の
確
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
次
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に

掲
げ
る
基
準
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。
）
。

二
　
温
泉
井
戸
、
ガ
ス
分
離
設
備
及
び
ガ
ス
排
出
口
並
び
に
こ
れ
ら
の
間
の
配
管
で
あ
つ
て
屋
内
に
あ
る
も
の
は
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
漏
出
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

三
　
温
泉
井
戸
が
設
置
さ
れ
た
部
屋
に
、
次
の
要
件
を
備
え
た
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
含
む
空
気
を
屋
外
の
空
気
と
交
換
す
る
た
め
の
設
備
（
以
下
「
ガ
ス
換
気
設
備
」
と
い
う
。
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
自
然
換
気
に

よ
り
こ
れ
と
同
等
以
上
の
換
気
が
確
保
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
部
屋
の
内
部
の
空
気
を
一
時
間
に
つ
き
十
回
以
上
屋
外
の
空
気
と
交
換
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
吸
気
口
及
び
排
気
口
の
位
置
、
部
屋
の
内
部
の
構
造
物
の
配
置
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
排
気
が
阻
害
さ
れ
な
い
こ
と
。

四
　
ガ
ス
換
気
設
備
は
、
常
時
運
転
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
長
期
間
に
わ
た
り
温
泉
の
採
取
を
行
わ
ず
、
か
つ
、
当
該
ガ
ス
換
気
設
備
の
あ
る
建
造
物
に
お
け
る
電
気
の
使
用
を
停
止
し
て
い
る
期
間
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
　
次
の
要
件
を
備
え
た
可
燃
性
ガ
ス
の
警
報
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
長
期
間
に
わ
た
り
温
泉
の
採
取
を
行
わ
ず
、
か
つ
、
当
該
警
報
設
備
の
あ
る
建
造
物
に
お
け
る
電
気
の
使
用
を
停
止
し
て
い
る
期
間
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
可
燃
性
ガ
ス
の
検
知
器
は
、
温
泉
井
戸
、
ガ
ス
分
離
設
備
及
び
ガ
ス
排
出
口
並
び
に
こ
れ
ら
の
間
の
配
管
で
あ
つ
て
屋
内
に
あ
る
も
の
か
ら
漏
出
し
た
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
検
知
で
き
る
適
切
な
位
置
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

ロ
　
警
報
装
置
は
、
空
気
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
つ
た
場
合
に
関
係
者
が
常
駐
す
る
場
所
で
警
報
を
発
す
る
こ
と
。
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ハ
　
空
気
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
。

六
　
温
泉
井
戸
は
、
前
号
に
規
定
す
る
警
報
設
備
の
検
知
器
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
検
知
し
た
場
合
に
お
い
て
、
迅
速
か
つ
確
実
に
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
動
力
又
は
温
泉
の
自
噴
を
停
止
で
き
る
構
造

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
温
泉
の
湧
出
路
の
構
造
上
等
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七
　
温
泉
井
戸
が
設
置
さ
れ
た
部
屋
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

イ
　
火
気
を
使
用
す
る
設
備
又
は
外
面
が
著
し
く
高
温
と
な
る
設
備
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

ロ
　
火
気
を
使
用
す
る
作
業
を
実
施
し
な
い
こ
と
。

ハ
　
防
爆
性
能
を
有
し
な
い
電
気
設
備
（
温
泉
井
戸
の
内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

ニ
　
部
屋
の
内
部
及
び
入
口
の
関
係
者
が
見
や
す
い
場
所
に
、
火
気
の
使
用
を
禁
止
す
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。

八
　
立
入
り
を
禁
ず
る
旨
の
表
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
前
号
に
規
定
す
る
部
屋
の
内
部
へ
の
関
係
者
以
外
の
者
の
立
入
り
を
制
限
す
る
こ
と
。

九
　
発
生
し
た
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
温
泉
井
戸
の
内
部
に
蓄
積
す
る
構
造
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
温
泉
井
戸
に
ガ
ス
排
出
口
を
設
け
る
こ
と
。

十
　
携
帯
型
の
可
燃
性
ガ
ス
測
定
器
及
び
消
火
器
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

十
一
　
毎
日
（
気
候
条
件
等
に
よ
り
点
検
の
作
業
が
不
可
能
な
日
又
は
温
泉
の
採
取
を
行
わ
ず
、
か
つ
、
関
係
者
が
温
泉
の
採
取
若
し
く
は
利
用
を
行
う
場
所
に
い
な
い
日
を
除
く
。
）
一
回
以
上
、
次
に
掲
げ
る
点
検
の
作
業
を
行
う

こ
と
。

イ
　
温
泉
井
戸
の
周
辺
の
空
気
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
を
携
帯
型
の
可
燃
性
ガ
ス
測
定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
。

ロ
　
温
泉
井
戸
及
び
ガ
ス
換
気
設
備
の
異
常
の
有
無
を
目
視
に
よ
り
点
検
す
る
こ
と
。

十
二
　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
、
そ
の
記
録
を
二
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

イ
　
第
五
号
に
規
定
す
る
警
報
設
備
に
よ
る
警
報
の
作
動
の
状
況

ロ
　
前
号
に
規
定
す
る
点
検
の
作
業
の
結
果

（
温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
及
び
分
割
の
承
認
の
申
請
）

第
六
条
の
四
　
法
第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
法
人
又
は
分
割
前
の
法
人
及
び
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
温
泉
の
採
取
の
事
業
を
承
継
す
る
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び

に
代
表
者
の
氏
名

二
　
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
日

三
　
温
泉
の
採
取
の
場
所

四
　
合
併
又
は
分
割
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
合
併
契
約
書
又
は
分
割
計
画
書
若
し
く
は
分
割
契
約
書
の
写
し

二
　
申
請
者
が
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
の
相
続
の
承
認
の
申
請
）

第
六
条
の
五
　
法
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
並
び
に
被
相
続
人
と
の
続
柄

二
　
被
相
続
人
の
氏
名
及
び
住
所

三
　
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
日

四
　
温
泉
の
採
取
の
場
所

五
　
相
続
開
始
の
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
戸
籍
謄
本

二
　
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
温
泉
の
採
取
の
事
業
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
員
の
同
意
書

三
　
申
請
者
が
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
災
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
必
要
と
し
な
い
基
準
）

第
六
条
の
六
　
法
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
測
定
方
法
ご
と
に
、
温
泉
の
採
取
に
伴
い
発
生
す
る
ガ
ス
（
次
項
に
お
い
て
「
温
泉
付
随
ガ
ス
」
と
い
う
。
）
中
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
メ
タ
ン
の
濃
度
の
値

と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
け
る
メ
タ
ン
の
濃
度
は
、
前
項
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
温
泉
付
随
ガ
ス
の
気
泡
が
目
視
で
き
な
い
こ
と
。

二
　
近
隣
に
あ
り
、
か
つ
、
地
質
構
造
、
泉
質
、
深
度
そ
の
他
の
状
況
か
ら
み
て
温
泉
付
随
ガ
ス
の
性
状
が
類
似
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
け
る
メ
タ
ン
の
濃
度
が
、
前
項
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
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（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
に
つ
い
て
の
確
認
の
申
請
）

第
六
条
の
七
　
法
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
温
泉
の
採
取
を
行
お
う
と
す
る
場
所

三
　
温
泉
の
採
取
の
開
始
の
予
定
日

四
　
メ
タ
ン
の
濃
度
の
測
定
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
測
定
を
行
つ
た
場
所
、
日
及
び
方
法

ロ
　
測
定
の
結
果

ハ
　
測
定
を
行
つ
た
者

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
温
泉
の
採
取
の
場
所
の
状
況
を
現
し
た
写
真

二
　
メ
タ
ン
の
濃
度
の
測
定
の
実
施
状
況
を
現
し
た
写
真

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
に
係
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
け
る
メ
タ
ン
の
濃
度
が
災
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
必
要
と
し
な
い
基
準
を
超
え
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め

る
書
類

（
確
認
を
受
け
た
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
六
条
の
八
　
法
第
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
者
及
び
そ
の
地
位
の
承
継
を
し
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
法
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
日

三
　
温
泉
の
採
取
の
場
所

四
　
地
位
を
承
継
し
た
日

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
の
全
部
の
譲
渡
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し

二
　
相
続
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
戸
籍
謄
本

ロ
　
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
温
泉
の
採
取
の
事
業
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
員
の
同
意
書

三
　
合
併
又
は
分
割
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
合
併
契
約
書
又
は
分
割
計
画
書
若
し
く
は
分
割
契
約
書
の
写
し

（
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
等
の
災
害
の
防
止
上
重
要
な
変
更
）

第
六
条
の
九
　
法
第
十
四
条
の
七
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
上
重
要
な
変
更
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
可
燃
性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
の
位
置
又
は
構
造
の
変
更
（
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
に
あ
つ
て
は
、
ガ
ス
分
離
設
備
の
構
造
又
は
ガ
ス
排
出
口
の
位
置
の
変
更
に
限
る
。
）

二
　
ガ
ス
換
気
設
備
の
位
置
又
は
構
造
の
変
更

三
　
可
燃
性
ガ
ス
の
警
報
設
備
の
位
置
又
は
構
造
の
変
更

（
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
許
可
の
申
請
）

第
六
条
の
十
　
法
第
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
日

三
　
温
泉
の
採
取
の
場
所

四
　
変
更
の
内
容

五
　
変
更
の
理
由

六
　
変
更
後
の
工
事
の
着
手
及
び
完
了
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
に
係
る
設
備
の
配
置
図
及
び
変
更
に
係
る
主
要
な
設
備
の
構
造
図

二
　
変
更
後
の
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
並
び
に
当
該
採
取
の
方
法
が
第
六
条
の
三
第
一
項
各
号
又
は
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

三
　
変
更
に
係
る
設
備
の
変
更
前
の
状
況
を
現
し
た
写
真

四
　
採
取
時
災
害
防
止
規
程
の
変
更
を
伴
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
変
更
後
の
当
該
規
程

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
申
請
が
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
温
泉
の
採
取
の
事
業
の
廃
止
の
届
出
）

第
六
条
の
十
一
　
法
第
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
許
可
又
は
法
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
日

三
　
温
泉
の
採
取
の
場
所

四
　
温
泉
の
採
取
の
事
業
の
廃
止
の
日

五
　
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
温
泉
の
湧
出
路
の
埋
戻
し
の
状
況

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
温
泉
の
湧
出
路
の
埋
戻
し
の
状
況
を
表
示
し
た
図
面

二
　
温
泉
の
湧
出
路
の
埋
戻
し
の
状
況
を
現
し
た
写
真

（
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
る
測
定
）

第
六
条
の
十
二
　
第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
測
定
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
登
録
分
析
機
関
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
よ
り

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
温
泉
の
利
用
の
許
可
の
申
請
）

第
七
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
浴
用
又
は
飲
用
の
別

三
　
温
泉
の
湧
出
地

四
　
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
施
設
の
場
所
及
び
名
称

五
　
温
泉
の
温
度
並
び
に
成
分
並
び
に
そ
の
分
析
及
び
検
査
を
行
つ
た
登
録
分
析
機
関
の
名
称
及
び
登
録
番
号

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
飲
用
の
許
可
の
申
請
の
場
合
は
、
温
泉
に
含
ま
れ
る
一
般
細
菌
及
び
大
腸
菌
群
の
数
並
び
に
有
機
物
の
量
に
関
す
る
検
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
温
泉
の
成
分
が
衛
生
上
有
害
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

三
　
申
請
者
が
法
第
十
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
温
泉
の
利
用
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
及
び
分
割
の
承
認
の
申
請
）

第
八
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
法
人
又
は
分
割
前
の
法
人
及
び
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
事
業
を
承
継
す
る
法
人
の
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

二
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
日

三
　
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
施
設
の
場
所
及
び
名
称

四
　
合
併
又
は
分
割
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
合
併
契
約
書
又
は
分
割
計
画
書
若
し
く
は
分
割
契
約
書
の
写
し

二
　
申
請
者
が
法
第
十
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
温
泉
の
利
用
の
許
可
を
受
け
た
者
の
相
続
の
承
認
の
申
請
）

第
九
条
　
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
並
び
に
被
相
続
人
と
の
続
柄

二
　
被
相
続
人
の
氏
名
及
び
住
所

三
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
日

四
　
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
施
設
の
場
所
及
び
名
称

五
　
相
続
開
始
の
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
戸
籍
謄
本

二
　
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
事
業
を
承
継
す
べ
き
相
続
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
員
の
同
意
書

三
　
申
請
者
が
法
第
十
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

（
温
泉
の
成
分
等
の
掲
示
）

第
十
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
源
泉
名

二
　
温
泉
の
泉
質
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三
　
源
泉
及
び
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
場
所
に
お
け
る
温
泉
の
温
度

四
　
温
泉
の
成
分

五
　
温
泉
の
成
分
の
分
析
年
月
日

六
　
登
録
分
析
機
関
の
名
称
及
び
登
録
番
号

七
　
浴
用
又
は
飲
用
の
禁
忌
症

八
　
浴
用
又
は
飲
用
の
方
法
及
び
注
意

九
　
次
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

２
　
法
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
温
泉
に
水
を
加
え
て
公
共
の
浴
用
に
供
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

二
　
温
泉
を
加
温
し
て
公
共
の
浴
用
に
供
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

三
　
温
泉
を
循
環
さ
せ
て
公
共
の
浴
用
に
供
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
（
ろ
過
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
そ
の
理
由

四
　
温
泉
に
入
浴
剤
（
着
色
し
、
着
香
し
、
又
は
入
浴
の
効
果
を
高
め
る
目
的
で
加
え
る
物
質
を
い
う
。
た
だ
し
、
入
浴
す
る
者
が
容
易
に
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）
を
加
え
、
又
は
温
泉
を
消
毒
し
て
公
共
の
浴
用

に
供
す
る
場
合
は
、
当
該
入
浴
剤
の
名
称
又
は
消
毒
の
方
法
及
び
そ
の
理
由

（
温
泉
の
成
分
等
の
掲
示
の
届
出
）

第
十
一
条
　
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
施
設
の
場
所
及
び
名
称

三
　
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

（
登
録
の
申
請
）

第
十
二
条
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し

三
　
分
析
施
設
（
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
分
析
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
見
取
図

四
　
温
泉
成
分
分
析
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
の
に
十
分
な
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五
　
申
請
者
が
法
第
十
九
条
第
四
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

２
　
法
第
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
温
泉
成
分
分
析
の
業
務
の
責
任
者
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
分
析
責
任
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名

二
　
温
泉
成
分
分
析
の
業
務
に
関
し
分
析
責
任
者
が
有
す
る
資
格

三
　
分
析
責
任
者
の
温
泉
成
分
分
析
に
関
す
る
経
験
及
び
研
究
成
果
の
概
要

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
登
録
分
析
機
関
登
録
簿
の
様
式
）

第
十
三
条
　
法
第
十
九
条
第
三
項
の
登
録
分
析
機
関
登
録
簿
の
様
式
は
、
様
式
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
登
録
の
基
準
）

第
十
四
条
　
法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
器
具
、
機
械
又
は
装
置
（
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
性
能
を
有
す
る
器
具
、
機
械
又
は
装
置
を
含
む
。
）
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
と
す

る
。

一
　
ガ
ラ
ス
製
棒
状
温
度
計
（
日
本
産
業
規
格
Ｂ
七
四
一
四
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
目
量
（
隣
接
す
る
目
盛
標
識
の
そ
れ
ぞ
れ
が
表
す
物
象
の
状
態
の
量
の
差
を
い
う
。
）
が
〇
・
一
度
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

二
　
化
学
天
び
ん
（
ひ
よ
う
量
が
十
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
つ
て
、
感
量
（
質
量
計
が
反
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
質
量
の
最
小
の
変
化
を
い
う
。
）
が
〇
・
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）

三
　
原
子
吸
光
光
度
計

四
　
分
光
光
度
計

五
　
水
素
イ
オ
ン
濃
度
計
（
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
八
〇
二
に
適
合
す
る
ガ
ラ
ス
電
極
法
に
よ
る
形
式
の
も
の
に
限
る
。
）

六
　
イ
オ
ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

七
　
Ｉ
Ｍ
泉
効
計
又
は
液
体
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

八
　
水
銀
用
原
子
吸
光
分
析
装
置

２
　
前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
装
置
（
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の
性
能
を
有
す
る
器
具
、
機
械
又
は
装
置
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
Ｉ
Ｍ
泉
効
計
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
申
請
者
が
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
た
と
き
は
、
保
有
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
　
申
請
者
が
、
Ｉ
Ｍ
泉
効
計
等
を
保
有
し
て
い
る
者
と
の
間
で
、
温
泉
成
分
分
析
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
場
合
に
Ｉ
Ｍ
泉
効
計
等
を
借
り
受
け
る
旨
の
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
き
。

二
　
申
請
者
が
、
Ｉ
Ｍ
泉
効
計
等
を
保
有
し
て
い
る
登
録
分
析
機
関
と
の
間
で
、
当
該
登
録
分
析
機
関
が
Ｉ
Ｍ
泉
効
計
等
を
用
い
て
行
う
温
泉
成
分
分
析
を
申
請
者
に
代
わ
つ
て
行
う
旨
の
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
き
。
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（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
等
）

第
十
五
条
　
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
登
録
の
年
月
日

三
　
登
録
番
号

四
　
変
更
の
内
容

五
　
変
更
の
年
月
日

六
　
変
更
の
理
由

２
　
法
第
二
十
条
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
事
項
は
、
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

（
温
泉
成
分
分
析
の
業
務
の
廃
止
の
届
出
）

第
十
六
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

二
　
登
録
の
年
月
日

三
　
登
録
番
号

四
　
廃
止
の
年
月
日

五
　
廃
止
の
理
由

（
登
録
分
析
機
関
の
標
識
の
掲
示
等
）

第
十
七
条
　
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
掲
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
標
識
に
記
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
登
録
の
年
月
日

二
　
登
録
番
号

三
　
登
録
を
受
け
た
分
析
施
設
の
所
在
地
の
属
す
る
都
道
府
県
名

四
　
登
録
分
析
機
関
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
）

五
　
分
析
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
法
第
二
十
四
条
の
環
境
省
令
で
定
め
る
様
式
は
、
様
式
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
不
正
行
為
の
禁
止
）

第
十
八
条
　
登
録
分
析
機
関
は
、
温
泉
成
分
分
析
の
実
施
に
当
た
つ
て
厳
正
を
保
持
し
、
不
正
の
行
為
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
十
九
条
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
公
示
）

第
二
十
条
　
環
境
大
臣
は
、
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
地
域
を
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
区
域
を
官
報
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
示
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
も
、
同

様
と
す
る
。

（
温
泉
利
用
施
設
又
は
そ
の
管
理
方
法
の
改
善
に
関
す
る
指
示
）

第
二
十
一
条
　
法
第
三
十
条
の
指
示
は
、
あ
ら
か
じ
め
環
境
大
臣
の
定
め
る
施
設
の
整
備
及
び
環
境
の
改
善
に
関
す
る
温
泉
地
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
二
条
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
等
の
長
の
通
知
す
べ
き
事
項
）

第
二
十
三
条
　
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
内
容

二
　
法
第
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
条
件
の
付
加
及
び
こ
れ
の
変
更
の
内
容

三
　
法
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
内
容

四
　
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
及
び
命
令
の
内
容

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

附
　
則

（
施
行
期
日
）

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
二
十
三
年
八
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
五
月
二
五
日
通
商
産
業
省
令
第
三
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
七
月
一
日
総
理
府
令
第
四
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
七
月
一
日
総
理
府
令
第
五
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
三
月
一
二
日
総
理
府
令
第
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
二
〇
日
総
理
府
令
第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
二
月
八
日
総
理
府
令
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
令
第
九
四
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
二
日
環
境
省
令
第
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
温
泉
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
温
泉
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
温
泉
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
は
、
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
四
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
規
則
第
二
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
五
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
規
則
第
四
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
掲
示
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
六
条
第
六
号
中
「
登
録
分
析
機
関
の
名
称
及
び
登
録
番
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
分
析
者
名
」
と
読
み
替
え
て
、
同
号
の

規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
二
月
二
四
日
環
境
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
公
布
の
際
現
に
温
泉
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
掲
示
を
し
て
い
る
者
又
は
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
掲
示
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
温
泉
法
施
行
規
則
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
又
は
特
別

区
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
四
日
環
境
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
二
〇
日
環
境
省
令
第
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
七
月
二
〇
日
環
境
省
令
第
一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
登
録
分
析
機
関
の
温
泉
成
分
分
析
と
同
等
以
上
の
信
頼
性
を
有
す
る
分
析
及
び
検
査
）

第
二
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
温
泉
の
成
分
に
つ
い
て
の
分
析
及
び
検
査
は
、
温
泉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
温
泉
法
施
行
規
則
第

五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
定
め
る
者
の
行
っ
た
温
泉
の
成
分
の
分
析
検
査
と
す
る
。
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（
身
分
証
明
書
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
証
明
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
二
八
日
環
境
省
令
第
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
次
に
十
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
六
条
の
六
か
ら
第

六
条
の
八
ま
で
及
び
第
六
条
の
十
二
に
係
る
部
分
の
規
定
は
、
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
温
泉
井
戸
が
存
在
す
る
施
設
と
同
一
の
敷
地
内
に
お
い
て
、
湧
出
量
の
減
少
等
に
よ
り
代
替
の
用
に
供
す
る
た
め
に
土
地
を
掘
削
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
第
一
条
の
二
各
号
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

第
一
号
中
「
水
平
距
離
」
と
あ
る
の
は
「
水
平
距
離
（
掘
削
口
と
敷
地
境
界
線
の
間
に
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
遮
断
で
き
る
壁
が
あ
る
場
合
に
は
、
迂
回
水
平
距
離
）
」
と
、
第
二
号
中
「
範
囲
内
」
と
あ
る
の
は
「
範
囲
内
（
可
燃
性
天

然
ガ
ス
を
遮
断
で
き
る
壁
に
よ
る
迂
回
水
平
距
離
が
三
メ
ー
ト
ル
（
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
八
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
範
囲
を
除
く
。
）
」
と
、
第
三
号
中
「
範
囲
内
」
と
あ
る
の
は
「
範
囲
内
（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
遮
断
で

き
る
壁
に
よ
る
迂
回
水
平
距
離
が
三
メ
ー
ト
ル
（
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
八
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
範
囲
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
存
在
す
る
温
泉
の
湧
出
路
を
増
掘
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
第
一
条
の
二
各
号
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
中
「
水
平
距
離
」
と
あ
る
の
は
「
水
平
距
離
（
掘
削
口
と
敷
地
境
界
線
の
間
に
可
燃
性
天

然
ガ
ス
を
遮
断
で
き
る
壁
が
あ
る
場
合
に
は
、
迂
回
水
平
距
離
）
」
と
、
第
二
号
中
「
範
囲
内
」
と
あ
る
の
は
「
範
囲
内
（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
遮
断
で
き
る
壁
に
よ
る
迂
回
水
平
距
離
が
三
メ
ー
ト
ル
（
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は

八
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
あ
る
範
囲
を
除
く
。
）
」
と
、
第
三
号
中
「
範
囲
内
」
と
あ
る
の
は
「
範
囲
内
（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
遮
断
で
き
る
壁
に
よ
る
迂
回
水
平
距
離
が
三
メ
ー
ト
ル
（
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
は
八
メ
ー
ト
ル
）

以
上
で
あ
る
範
囲
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
温
泉
井
戸
か
ら
温
泉
を
採
取
し
て
い
る
場
合
に
は
、
第
六
条
の
二
第
二
項
（
第
一
号
（
主
要
な
設
備
の
構
造
図
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並

び
に
第
六
条
の
三
第
一
項
（
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
（
第
六
号
ロ
及
び
ハ
を
除
く
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
項
（
第
一
号
（
第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
（
第
六
号
ロ
及

び
ハ
を
除
く
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
四
条
第
二
項
（
第
一
号
、
第
二
号
（
イ
及
び
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び

第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
附
則
第
五
条
第
一
項
後
段
及
び
第
二
項
後
段
の
規
定
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
間
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
条
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
屋
内
に
温
泉
井
戸
又
は
ガ
ス
分
離
設
備
を
設
置
し
、
温
泉
を
採
取
し
て
い
る
場
合
に
は
、
第
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
（
イ
及
び
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
同
項
第
三
号
、
第
七
号
及
び
第
十
一
号
中
「
温
泉
井
戸
」
と
あ
る
の
は
「
温
泉
井
戸
又
は
ガ
ス
分
離
設
備
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
専
ら
温
泉
井
戸
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
通
常
人
が
出
入
り
し
な
い
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
施
設
（
上
部
に
の
み
屋
外
に
面
す
る
開
口
部
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
開
口
部
が
堅
固
な
ふ

た
で
密
閉
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
地
下
ピ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
に
温
泉
井
戸
の
み
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
地
下
ピ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次

に
掲
げ
る
基
準
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
温
泉
井
戸
は
、
迅
速
か
つ
確
実
に
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
動
力
又
は
温
泉
の
自
噴
を
停
止
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
温
泉
の
湧
出
路
の
構
造
上
等
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
　
地
下
ピ
ッ
ト
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

イ
　
火
気
を
使
用
す
る
設
備
又
は
外
面
が
著
し
く
高
温
と
な
る
設
備
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

ロ
　
火
気
を
使
用
す
る
作
業
を
実
施
し
な
い
こ
と
。

ハ
　
防
爆
性
能
を
有
し
な
い
電
気
設
備
（
温
泉
井
戸
の
内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
を
設
置
し
な
い
こ
と
。

ニ
　
地
下
ピ
ッ
ト
の
内
部
又
は
入
口
の
関
係
者
が
見
や
す
い
場
所
に
、
火
気
の
使
用
を
禁
止
す
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。

三
　
地
下
ピ
ッ
ト
の
内
部
の
空
気
の
排
出
口
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
排
出
さ
れ
る
気
体
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
を
第
六
条
の
三
第
一
項
第
三
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
結
果
、
同
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る

値
以
上
と
な
る
排
出
口
は
、
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
所
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

四
　
地
下
ピ
ッ
ト
の
内
部
の
空
気
の
排
出
口
ま
で
の
配
管
の
閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
、
第
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

五
　
地
下
ピ
ッ
ト
の
内
部
の
空
気
が
配
管
を
通
じ
て
他
の
屋
内
に
侵
入
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
。

六
　
発
生
し
た
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
温
泉
井
戸
の
内
部
に
蓄
積
す
る
構
造
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
温
泉
井
戸
に
ガ
ス
排
出
口
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
排
出
さ
れ
る
気
体
中
の
メ
タ
ン
の
濃
度
を
第
六
条
の
三
第
一
項
第

三
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
結
果
、
同
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
値
以
上
と
な
る
排
出
口
は
、
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
所
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

七
　
前
号
に
規
定
す
る
ガ
ス
排
出
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
温
泉
井
戸
か
ら
ガ
ス
排
出
口
ま
で
の
配
管
の
閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
、
第
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

八
　
毎
月
（
温
泉
の
採
取
を
行
わ
な
い
月
を
除
く
。
）
一
回
以
上
、
温
泉
井
戸
、
地
下
ピ
ッ
ト
の
内
部
の
空
気
の
排
出
口
及
び
ガ
ス
排
出
口
の
異
常
の
有
無
を
目
視
に
よ
り
点
検
す
る
こ
と
。

九
　
前
号
に
規
定
す
る
点
検
の
作
業
の
結
果
を
記
録
し
、
そ
の
記
録
を
二
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

十
　
第
六
条
の
三
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

３
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
温
泉
を
採
取
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
専
ら
温
泉
井
戸
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
通
常
人
が
出
入
り
し
な
い
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
施
設
（
上
部
に
の
み
屋
外
に
面
す
る
開
口
部
が
あ
り
、
か

つ
、
当
該
開
口
部
が
密
閉
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
の
三
第
一
項
第
七
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
条
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
火
気
を
使
用
す
る
設
備
又
は
外
面
が
著
し
く
高
温
と
な
る
設
備
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
火
気
使
用
設
備
等
」
と
い
う
。
）
を
可
燃
性
天
然
ガ
ス
発
生
設
備
が
設
置
さ
れ
た
屋
内
に
設
置
し
、
温
泉

を
採
取
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
火
気
使
用
設
備
等
を
廃
止
す
る
ま
で
の
間
は
、
第
六
条
の
三
第
三
項
第
七
号
（
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
火
気
使
用
設
備
等
は
、
第
六
条
の
三
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
警
報
設
備
の
検
知
器
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
検
知
し
た
と
き
に
自
動
的
に
停
止
さ
れ
る
構
造
を
有
す
る
こ
と
。

11



二
　
第
六
条
の
三
第
三
項
第
五
号
イ
の
可
燃
性
ガ
ス
の
検
知
器
は
、
火
気
使
用
設
備
等
の
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
爆
性
能
を
有
し
な
い
電
気
設
備
を
有
す
る
温
泉
を
採
取
す
る
た
め
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
の
三
第
三
項
第
七
号
（
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
温
泉
井
戸
は
、
第
六
条
の
三
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
警
報
設
備
の
検
知
器
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
検
知
し
た
場
合
に
お
い
て
、
迅
速
か
つ
確
実
に
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
動
力
又
は
温
泉
の
自

噴
を
停
止
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
　
ガ
ス
換
気
設
備
が
防
爆
性
能
を
有
し
、
か
つ
、
前
号
に
規
定
す
る
警
報
設
備
の
検
知
器
が
爆
発
下
限
界
の
値
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
検
知
し
た
と
き
に
、
温
泉
井
戸
が
設
置
さ
れ
た
部
屋
の
す
べ
て
の
電
気
設
備
（
防
爆

性
能
を
有
す
る
電
気
設
備
を
除
く
。
）
へ
の
電
気
の
供
給
を
自
動
的
に
停
止
す
る
構
造
を
有
す
る
こ
と
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
一
月
三
〇
日
環
境
省
令
第
三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
、
第
二
条
、
第
五
条
、
第
八
条
中
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
二
の
二
の
改
正
規
定
、
第
九
条
、
第
十
一
条

及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
六
日
環
境
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
〇
日
環
境
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様
式
第
１
（
第
１
３
条
関
係
）

様式第１（第１３条関係）

登 録 の 年 月 日 登 録 番 号

法人にあつては、

氏 名 又 は 名 称 代表者の氏名

郵便番号

住 所

（法人にあつて 住 所

は、主たる事務

所の所在地）

電話番号

分析施設の名称

郵便番号

分 析 施 設 の 住 所

所 在 地

電話番号

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
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様
式
第
２
（
第
１
７
条
関
係
）

様式第２（第１７条関係）

登 録 分 析 機 関 登 録 票

この標識は、温泉法に基づく登録分析機関としての登録の主要な内容を表示してい

ます。

登 録 の 年 月 日

登 録 番 号

登録を受けた分析施設

の所在地の属する都道

府県名

氏 名

（法人にあつては、名

称及び代表者の氏名）

住 所

（法人にあつては、主

たる事務所の所在地）

分析施設の名称及び所

在地

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ３とする。
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様
式
第
３
（
第
１
９
条
関
係
）

様式第３（第１９条関係）

（表）

第 号

温泉法第２８条の規定による身分証明書

職名及び氏名

写 真 年 月 日発行

都道府県知事 印

（裏）

温泉法抜粋

（報告徴収及び立入検査）

第２８条 都道府県知事は、温泉成分分析の適正な実施を確保するために必要な限度

において、温泉成分分析を行う者に対し、その温泉成分分析に関し必要な報告を求

め、又はその職員に、その者の事務所若しくは分析施設に立ち入り、温泉成分分析

に使用する器具、機械若しくは装置、帳簿、書類その他の物件を検査し、若しくは

関係者に質問させることができる。

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係

者に提示しなければならない。

３ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈

してはならない。

第４１条 次の各号のいずれかに該当する者は、３０万円以下の罰金に処する。

一～六 （略）

七 第２８条第１項又は第３５条第１項の規定による立入検査を拒み、妨げ、若し

くは忌避し、又は質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をした者

備考 この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格Ａ６とする。
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様式第４（第２２条関係）

（表）

第 号

温泉法第３５条の規定による身分証明書

職名及び氏名

写 真 年 月 日発行

都道府県知事 印

市 長

区 長

（裏）

温泉法抜粋
（立入検査）

第３５条 都道府県知事は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、温
泉をゆう出させる目的で行う土地の掘削の工事の場所、温泉の採取の場所又は温泉
利用施設に立ち入り、土地の掘削の実施状況、温泉のゆう出量、温度、成分若しく
は利用状況若しくは帳簿、書類その他の物件を検査し、又は関係者に質問させるこ
とができる。

２ 第２８条第２項及び第３項の規定は、前項の規定による立入検査について準用す
る。
（政令で定める市の長による事務の処理）

第３６条 第４章、第３３条第１項（第３１条第２項の規定による処分に係る部分に
限る。）、第３４条（温泉を湧出させる目的で土地を掘削する者に対する報告の徴
収に係る部分を除く。）又は第３５条第１項（温泉を湧出させる目的で行う土地の
掘削の工事の場所への立入検査に係る部分を除く。）の規定により都道府県知事の
権限に属する事務の一部は、政令で定めるところにより、地域保健法（昭和２２年
法律第１０１号）第５条第１項の政令で定める市（次項において「保健所を設置す
る市」という。）又は特別区の長が行うこととすることができる。

２ （略）
第４１条 次の各号のいずれかに該当する者は、３０万円以下の罰金に処する。
一～六 （略）
七 第２８条第１項又は第３５条第１項の規定による立入検査を拒み、妨げ、若し
くは忌避し、又は質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をした者

備考 この身分証明書の用紙の大きさは、日本産業規格Ａ６とする。
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